
建て付けの調整は手動式プラスドライバーを用いて行います。 電動ドライバーは絶対に使用しないでください。お願い

＜３次元調整蝶番の場合＞

＜ピボット蝶番の場合＞
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蝶番の前後調整

（２）枠側蝶番の前後調整ビスを回してドア本体を

（１）枠側蝶番の固定ビスを緩めてください。

（３）固定ビスをしっかりと締めて固定してください。

固定ビスはしっかり締めて
ください。
締め付けが弱いと蝶番がず
れて故障の原因となります。

ドア本体のデザインによっ

があります。その場合はド
ては蝶番が動きにくい場合

ア本体を調整する方向に押

前へ

後ろへ
（戸当たり側）

前後に移動させてください。

※左右どちらに回しても動きます。

調整範囲（出荷基準位置から）

前へ：２ｍｍ
後ろ（戸当たり側）へ：２ｍｍ

しながら動かしてください。

固定ビス

固定ビス

固定ビス
お願い

前後調整ビス

前後調整ビス

固定ビス

①枠側蝶番（上、下）の各固定ビスを２本とも緩めます。

②前後調整ビスを回して、目盛りを目安に位置を決めます。

③固定ビスを締め込みます。

調整可能範囲は前へ４ｍｍ、後ろへ０ｍｍです。
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反回転ごとに調整方向
が切り替わります
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